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2021年東京都議会議員選挙
立憲民主党公認予定候補に決定！

◆新型コロナワクチン接種開始◆
※ 5月5日現在の情報です。今後、変更となる可能性があります。

■接種スケジュール
・４月２６日、市内高齢者施設入所者からワクチン接種が開始されました。
以降のスケジュールは以下の通りです。

５月１０日（月） ７５歳以上の方にクーポン券を発送
５月１７日（月） ７５歳以上の方の集団接種予約開始（電話及び予約サイト）
５月２４日（月） 集団接種開始（月・火・土・日の週４日実施）

※ １日1000回分接種できる環境 ※ファイザー社製
５月３１日（月） ６５歳以上７４歳以下の方にクーポン券を発送予定

※ 基礎疾患を有する方、６４歳以下の方等のワクチン接種については、決まり次第、
改めて市からお知らせがあります

■接種会場
・集団接種：文化学園大学小平キャンパス（上水南町3-2-1）

※ 小平駅、花小金井駅、小川駅（市役所経由）、東大和市駅（中央公園経由）
から送迎バスを運行予定

・個別接種：一部医療機関等における個別接種については、準備が整い次第開始
（60〜70箇所となる予定）

◆キャッシュレス決済のポイント付与キャンペーン再び◆
小平市では、昨年度実施したスマホアプリを利用したキャッシュレス購入への
ポイント付与キャンペーンを再び行います。（30%ポイント還元）
前回のキャンペーンでは大変好評を博しました。
今回の予算規模：2億円 実施時期：未定（夏以降になりそうです）

『竹井ようこチャンネル』
ご視聴とチャンネル登録をお願いします

YouTube配信はじめました！

･･･P４

【家族】 夫、長男、長女、柴犬（♀）
【住まい】小平市仲町
【趣味】ボッチャ、歌を歌うこと、スポーツ観戦

（ラグビー、バスケットボール、ラクロス、
野球など）

【資格】防災士、二級知的財産管理技能士、
中学校・高校教諭免許状（英語）

･･･P４

･･･P４



（対談）

熊谷俊人千葉県知事×竹井ようこ

千葉県知事就任直後の熊谷俊人氏。コロナ禍の対応を
はじめ県政の課題に着手する多忙な日々が続く中でした
が、様々な行政課題について議論することができました。

■行政におけるＩＣＴ活用について

竹井ようこ（以下、「竹井」） コロナ禍の今、市民が市役所の窓口に行かなくても用
事を済ませられる環境を整えたり、社会基盤を安全・便利にするためにも、
地方自治体は積極的にＩＣＴ（※）利活用に取り組むべきですね。

熊谷俊人（以下、「熊谷」） まったくそのとおりです。 課題のひとつは人材不足。地
方自治体にはデジタル技術と行政の両方に長けた人材が不足しています。外部
から迎え入れたとしても、その人材が能力を十分に発揮できる風土に乏しいところ
があります。ＩＣＴに限らず、行政の人材面と流動性、ダイバーシティなどの観点か
ら地方自治を考えていかねばなりません。

竹井 子育てや教育の面でも、依然としてＩＣＴ利活用が進んでいません。例えば、保
育園の申込には膨大な量の書類を手書きする必要があり、世の中のニーズを捉
えきれていません。

熊谷 そうですね。保育行政自体は、命を預かるという点でデジタルになじまない場
面もありますが、例えば面談などは保護者が仕事を休まなくても、オンラインで実
施可能です。

竹井 小・中学生へのタブレット配付がようやく始まりましたが、私は以前から、学校
に行けない生徒のオンライン学習の必要性などを訴えてきました。環境は少しずつ
整えられてきてはいますが、タブレットを「配っただけ」にならないようにしなければ
なりませんね。
（※ ＩＣＴ：Information and Communication Technology = 情報通信技術）

■子育て施策

竹井 私が市議会議員を志したきっかけの一つが、子育ての課題を解決すること↗

■東京都と小平市

竹井 東京都では、多摩地域と23区の間で「多摩格差」があると言われます。
コロナ禍で保健所運営の差が顕在化しました。保健所を統廃合した結果、多摩
地域は23区に比べ、一つの保健所が受け持つ人口が格段に多くなってしまいま
した。小平市を含む５市を管轄する多摩小平保健所の対象となる住民数は約74
万人。一方、23区にある保健所の平均住民数は約4２万人であり、1.7倍以上の
開きがあります。
また、保健所から市には詳細な情報が
伝わらず、市では市民に寄り添った対応が
難しいのが現状です。コロナの陽性患者
がどこにいてどんな困りごとを抱えている
のか市では把握できない。このような状況
を変える必要があります。

■地方行政・広域行政

熊谷 現場最前線の市の行政を十分に理解している人が東京都のような広域行政
に携わることはとても大切です。都と市が「言っているのにやってくれない」と責任
転嫁し合っても仕方ありません。双方の特徴や立場を理解・尊重し、行動する議
員が必要です。

竹井 コロナ禍では国や都との連携の重要性を痛感します。コロナ禍の今だからこ
そ、市政を熟知する立場で都に意見・要望を訴えていく、都からのフィードバックを
市と住民にきちんと伝えていく、そういう“橋渡し役”を担いたいのです。

熊谷俊人氏･･･竹井ようこと同じ会社（NTTコミュニケーショ

ンズ）に勤務し、千葉市議会議員を経て、千葉市長を12年間
務めた後、今年3月の千葉県知事選挙で過去最多となる140万
票余りを獲得し当選。

↗でした。子供の成長に伴い、それまでの悩みから一旦は解
放されますが、さらに時がたてば新たな悩みが生まれます。
そんな時に、自らの経験から「子育て世代はこんなことで
悩んでいます。改善してください！」と訴え続ける人が必要
だと思ったのです。
例えば、今の子育て世代は、以前よりもっと自然に男性が
育児をしています。一方で、男性が赤ちゃんと街へ出かけ
たときに、男性が使える公共の場所におむつ替え台が無
かったりします。「市民」はアップデートしているのに「行
政」が追い付いていないのです。

熊谷 働き方の面では、コロナによってテレワークは進みまし
たが、そもそも、仕事と子育てが普通に両立できる環境で
あるべきです。介護や子育てなど、ライフステージに変化が
あったときに柔軟に働き続けることのできる人事制度を構
築したいと考えています。


